
奈良県警察本部との連携講義

日程 内容 担当

第１回 2016/9/29(木)

「開講時ガイダンス」
　　・本講座の趣旨
　　・県内の犯罪・少年非行・サイバー犯罪等の情勢
　　・学生ボランティアの活動

奈良県警察本部　生活安全部
帝塚山大学　岡本美紀教授

第２回 2016/10/6(木)
「講義　なぜ地域防犯が必要なのか」
　　・我が国の刑法犯や少年非行の動向
　　・警察活動と並行する自主防犯活動の現状とその重要性

帝塚山大学　岡本美紀教授

第３回 2016/10/13(木)
「講義　環境犯罪学的視点から防犯を学ぶ」
　　・どうすれば犯罪・非行が発生しない環境を作り出せるか
　　・物理的・心理的な犯罪予防

帝塚山大学　岡本美紀教授

第４回 2016/10/20(木)
「講義　奈良県内の犯罪・非行の発生状況を知る」
　　・地元の犯罪・非行発生状況の把握
　　・どのような対策が実施されているのか

帝塚山大学　岡本美紀教授

第５回 2016/10/27(木) 「講演　地域における自主防犯活動」 奈良県警察本部　生活安全部生活安全企画課

第６回 2016/11/10(木)

「講義　子どもの安全・安心を守る活動～地域安全マップを作ろう」
　　・子どもの犯罪被害の現状
　　・子ども自身も「防犯意識」を持つことが重要な時代
　　・取組の一例　→「地域安全マップ」の作成
　　・自分たちも、子どもの目線で、自宅から最寄り駅までのマップを作成して
　　　みよう(グループＯＲ個人で作成する・次回までの宿題)
　　・グループ分け。計画書の作成。
　　・先輩たちの作成マップを参考に見てみよう(見本の提示)

帝塚山大学　岡本美紀教授

第７回 2016/11/24(木)

「講演・実演　ハウスメーカーによる防犯対策への取組みについて」
　　・侵入犯罪の手口を踏まえた防犯性能の高い建設部品(ＣＰ部品)の開発・
　　　普及に関する講演
　　・ガラスの防犯性能に関する実演

積水ハウス株式会社総合住宅研究所
開口・防犯研究開発グループ

奈良県警察本部　生活安全部生活安全企画課

第８回 2016/12/1(木)

「発表会　地域安全マップのプレゼンテーション」
　　・第６回の宿題として作成したマップの発表会(グループＯＲ個人ごと)
　　・「どこがどのように危険か」ということの説明も行う
　　・相互の投票により最優秀賞(１～３位)を決定しよう

帝塚山大学　岡本美紀教授

2016/12/4(日)

　「ボランティア実習Ａ　地域安全もちつき大会への参加」
　　・奈良県宇陀市の宇陀市文化会館駐車場で実施
　　・主催：奈良県警桜井警察署大宇陀幹部交番連絡協議会、桜井警察署、
　　　奈良県宇陀市
　　・奈良県警察大学生防犯ボランティア「あっぷりけ戦隊！奈良まもりたい！」
　　　が参加している防犯活動に履修生がボランティア実習として参加

奈良県警察本部　生活安全部生活安全企画課
帝塚山大学　岡本美紀教授

2016/12/17(土)

「ボランティア実習Ｂ　奈良県北葛城郡上牧町での自主防犯活動(西大和６自治
会連絡会)への参加」
　　・１０：００～１１：００ごろ　奈良県北葛城郡上牧町の西大和６自治会連絡会
　　　による防犯パトロールに、「あっぷりけ戦隊！奈良まもりたい！」と共に参加
　　・１１：００～１２：００ごろ　公民館にて自主防犯に関する講義

奈良県警察本部　生活安全部生活安全企画課
帝塚山大学　岡本美紀教授

第１１回 2017/1/12(木) 「講演　サイバー犯罪の現状と対策」
奈良県警察本部　生活安全部生活環境課・サイ
バー犯罪対策室

第１２回 2017/1/19(木) 「講演　少年の立ち直り支援活動の意義と現状」
奈良県警察本部　生活安全部少年課・少年サ
ポートセンター

第１３回
第１４回

2017/1/21(土)

「ボランティア実習Ｃ　少年の立ち直り活動への参加(スポーツ活動)」
　　・奈良県立橿原公苑第２体育館へ現地集合
　　・少年の立ち直り活動に奈良県警学生ボランティア「少年フォローズ奈ＰＯＬＩ」
　　　と合同参加

奈良県警察本部　生活安全部少年課・少年サ
ポートセンター
帝塚山大学　岡本美紀教授

第１５回 2017/2/2(木)
「本講座のまとめ」
　　・防犯活動、立ち直り支援活動におけるボランティアの意義を思い出そう。
　　・受講した感想の発表会。

奈良県警察本部　生活安全部
帝塚山大学　岡本美紀教授

２０１６(平成２８)年度後期　帝塚山大学法学部

「防犯ボランティア講座～犯罪・非行のない安全・安心なまちづくり～」

担当：岡本美紀(帝塚山大学法学部教授：刑事法担当)

第９回
第１０回

この件に関するお問合せ

帝塚山大学 広報課

ＴＥＬ：０７４２－４８－９１９２

ＦＡＸ：０７４２－４８－６０９２

E-mail : koho@jimu.tezukayama-u.ac.jp

昨年度の実績です
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